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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　8月28日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　8月28日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

広報もろやま  7月20日号

㊐　

8
月
23
日
火
午
前
9
時
30
分

　

～
正
午

場　

役
場
駐
車
場

持
ち
物　

身
分
証
明
書

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４―

　

５
５
１
１

　

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度

と
は
、
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な

工
事
、
修
繕
、
業
務
委
託
、
物
品

購
入
な
ど
の
契
約
の
希
望
者
を
登

録
し
、
積
極
的
に
見
積
の
対
象
と

す
る
こ
と
で
、
町
内
事
業
所
の
受

注
機
会
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
今
ま
で
登
録
期

間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
度
、
５
年
間
の
登
録
期
間
を
定

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
新
規
の
登

録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
で
き
る
人　

町
内
に
主
た
る

　

事
業
所
を
置
く
人

登
録
方
法　

登
録
申
請
書
を
役
場

　

管
財
課
契
約
係
へ
提
出
。
登
録

　

申
請
書
は
、
役
場
管
財
課
契
約

係
に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
企
業
の
方

へ
→
入
札
・
契
約
→
毛
呂
山

町
小
規
模
契
約
希
望
者
の
登

録
制
度
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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申
請
期
間　

7
月
20
日
水
～
8
月

31
日
水

※
今
回
登
録
し
た
人
の
有
効
期
限

は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
人
へ
は
、
別
途
登
録
申
請
に
関

す
る
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
管
財
課
契
約
係
ｔ
内
線

５
４
１

　
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
�

　

収
集
し
た
ご
み
を
処
分
す
る
に

は
、
大
量
の
電
力
を
必
要
と
し
ま

す
。
こ
の
夏
、
当
組
合
の
ご
み
焼

却
施
設
で
も
、
15
パ
ー
セ
ン
ト
の

電
力
制
限
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
限
の
実
施
に
よ
り
、
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
な
焼
却
処
理
は
困

難
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

乾
電
池
を
使
用
し
て
い
る
お
も

ち
ゃ
・
小
型
家
電
の
出
し
方

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ

で
も
乾
電
池
な
ど
が
入
っ
て
い
る

も
の
や
小
型
家
電
（
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

テ
レ
ビ
リ
モ
コ
ン
、
目
覚
し
時
計

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
）
に

つ
い
て
は
、
金
属
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
も
ち
ゃ
や

小
型
家
電
で
、
乾
電
池
が
入
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
乾
電
池
を

取
り
は
ず
し
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

（
不
燃
ご
み
）
の
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
取
り
出
し
た
乾
電
池
は

有
害
ご
み
の
日
に
、
ま
た
、
ボ
タ

ン
電
池
・
充
電
池
の
場
合
に
は
販

売
店
に
置
い
て
あ
る
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
高

献
血
に
ご
協
力
を

小
規
模
契
約
希
望
者
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

知
ら

お

せ

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

information

インフォメーション
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倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
燃
や

せ
る
ご
み
に
関
す
る
こ
と
）
ｔ

２
７
１―

１
５
０
０
、
川
角
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
燃
や
せ
な

い
ご
み
、
有
害
ご
み
、
資
源
に

関
す
る
こ
と
）
ｔ
２
９
４―

４

　

１
１
５

　

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
単

身
高
齢
者
の
家
庭
を
年
1
回
訪
問

し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
訪
問
で
は
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
に
つ
い
て
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
、
相
談
は
次
の
事
業
所
に

も
依
頼
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
悠
久

園
支
所
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
悠
久
園
内
）
ｔ
２
９
５―

２

　

０
０
０

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
薫
風

園
支
所
（
老
人
保
健
施
設
薫
風

園
内
）
ｔ
２
７
６―

２
０
８
２

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

な
ふ
く
苑
支
所
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
な
ふ
く
苑
内
）
ｔ

２
７
６―

５
３
１
５

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
８

　

西
入
間
交
通
安
全
協
会
で
は
、

平
成
23
年
度
優
良
運
転
者
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。

申
請
で
き
る
人　

西
入
間
交
通
安

全
協
会
員
（
旧
越
生
安
全
協
会

員
を
含
む
）
で
、
過
去
５
年
以

上
無
事
故
・
無
違
反
で
他
の
運

転
者
の
模
範
と
な
る
人
（
表
彰

種
別
は
５
年
ご
と
で
最
高
40
年

表
彰
ま
で
）

申
請
先
・
手
続
き　

西
入
間
警
察

署
内
交
通
安
全
協
会
へ
免
許
証
、

印
鑑
、
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

代
６
３
０
円
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

10
月
７
日
金
ま
で

問　

西
入
間
交
通
安
全
協
会
ｔ

２
８
９―

０
２
０
２

　

埼
玉
県
で
は
、
県
民
生
活
の
安

全
と
平
穏
を
確
保
し
、
健
全
な
社

会
経
済
活
動
の
発
展
に
役
立
て
る

た
め
、
『
埼
玉
県
暴
力
排
除
条
例
』

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
「
暴
力
団
を

恐
れ
な
い
。
暴
力
団
に
資
金
を
提

供
し
な
い
。
暴
力
団
を
利
用
し
な

い
。
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
県
、

市
町
村
な
ら
び
に
県
民
お
よ
び
事

業
者
の
連
携
協
力
の
も
と
に
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
事
業
者

な
ど
の
責
務
や
利
益
供
与
の
禁
止

が
盛
り
込
ま
れ
、
本
年
８
月
１
日

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

埼
玉
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い 
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問　

西
入
間
警
察
署
ｔ
２
８
４―

０
１
１
０

　　

自
動
車
乗
車
中
の
交
通
死
亡
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
身
体
損
傷

の
軽
減
に
効
果
の
高
い
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
使
用
お
よ
び
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
（
特
に
後
部
座
席
）
の
着

用
促
進
を
図
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

８
月
1
日
月
～
31
日
水

問　

役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

　

係
ｔ
内
線
２
１
３

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

㊐　

８
月
24
日
水
午
後
1
時
30
分

～
４
時
30
分
（
午
後
１
時
15
分

ま
で
に
集
合
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
～
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

　

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

　　

毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

例
年
実
施
し
て
い
た
「
単
身
高
齢

者
会
食
会
」
は
、
今
年
度
は
実
施

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５

　

―

３
１
１
１

㊐　

9
月
11
日
日
午
前
９
時
～
午

後
5
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
・
問　

8
月
１
日
月
か
ら
31
日

　

水
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

―

０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

高
齢
者
実
態
調
査
の
た
め

の
訪
問
に
つ
い
て

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

『
埼
玉
県
暴
力
排
除
条
例
』

が
制
定
さ
れ
ま
し
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
促
進
運
動

『
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
』

「
単
身
高
齢
者
会
食
会
」
の

中
止
に
つ
い
て

上
級
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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毛
呂
山
町
食
生
活
改
善
推
進
員

団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
「
お
や

こ
料
理
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
体
に
良
い

食
べ
も
の
を
選
ぶ
力
を
育
て
、
正

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
「
食
べ
物
の
正
し

い
知
識
や
料
理
を
作
る
楽
し
さ
」

を
親
子
で
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

㊐　

8
月
５
日
金
午
前
9
時
30
分

　

か
ら
正
午
ご
ろ
ま
で

場　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄
養
指

　

導
室

対　

小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と

　

保
護
者

定　

先
着
20
組
40
人

内
容　

調
理
実
習
、
講
話
な
ど

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚

料　

１
人
２
０
０
円
（
材
料
代
な
ど
）

講
師　

毛
呂
山
町
食
生
活
改
善
推

　

進
員
、
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
栄

　

養
士

申
・
問　

７
月
29
日
金
ま
で
に
保

　

健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４―

５
５

　

１
１
（
電
話
可
）
に
申
込
み

㊐　

８
月
18
日
木
午
前
8
時
（
役

場
前
駐
車
場
集
合
）

対　

町
内
在
住
の
小
学
4
年
生
か

　

ら
6
年
生

行
き
先　

彩さ

い

こ湖
自
然
学
習
セ
ン
タ

　

ー
（
戸
田
市
）
、
鉄
道
博
物
館

（
さ
い
た
ま
市
）

定
員　

先
着
30
人
（
代
理
申
込
不

可
）

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用

具
、
雨
具
、
そ
の
他
必
要
と
思

わ
れ
る
も
の

料　

４
５
０
円
（
入
館
料
、
保
険

料
な
ど
）
※
お
釣
り
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

各
小
学
校
に
配
布
し
た

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
と
一
緒
に
7
月
27
日
水

か
ら
8
月
５
日
金
ま
で
に
役
場

生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ
内
線
２

　

１
２
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐　

8
月
24
日
水
午
前
8
時
30
分

～
午
後
４
時
（
到
着
予
定
）

場　

県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
（
鴻

巣
市
）、
県
環
境
科
学
国
際
セ

ン
タ
ー
（
加
須
市
）

対　

管
内
居
住
の
小
学
４
年
生
～

６
年
生

定　

先
着
30
人

料　

無
料

申　

8
月
１
日
月
か
ら
12
日
金

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
ま
で
に
、

申
請
書
を
消
防
署
へ
提
出
（
申

請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ｈ
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://w
w

w
.1

1
9

n
is

h
iiru

　

m
a
.jp

）

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
総
務

課
総
務
担
当
ｔ
２
９
５
─
０
１

　

４
７

　

無
農
薬
で
育
て
た
か
ぼ
ち
ゃ
を

販
売
し
ま
す
。
当
日
は
、
新
鮮
野

菜
の
販
売
も
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　

8
月
14
日
日
午
前
８
時
～
11

時
ま
で

場　

役
場
前
駐
車
場
、
長
瀬
駅
前

広
場

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
問
題
に

悩
む
ご
家
族
が
元
気
を
取
り
戻
し
、

ご
家
族
の
新
た
な
一
歩
と
な
る
よ

う
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

㊐　

９
月
６
日
火
午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

福
祉
会
館
会
議
室

講
師　

工
藤
剛

た
け
し

さ
ん
（
臨
床
心
理

士
）

料　

無
料

対　

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
に
あ

る
人
の
ご
家
族

定　

先
着
３0
人

申
・
問　

坂
戸
保
健
所
古
川
ｔ
２

　

８
３―

７
８
１
５

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
歴
史
を
昨
年
10
月

に
刊
行
さ
れ
た
『
新
毛
呂
山
町
史
』

か
ら
解
き
明
か
し
ま
す
。

　

全
６
回
の
講
座
で
す
が
、
募
集

は
毎
回
行
い
ま
す
。

第
1
回
「
『
新
毛
呂
山
町
史
』
の

見
ど
こ
ろ
」

㊐　

８
月
28
日
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

定　

先
着
50
人

講
師　

内
野
勝ま

さ
ひ
ろ裕

さ
ん
（
元
町
史

編
さ
ん
専
門
調
査
員
、
町
文
化

財
保
護
審
議
委
員
長
）

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
テ
キ
ス

ト
と
し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の

人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

８
月
27
日
土
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５―

８

　

２
８
２
へ
申
込
み

　

悲
し
み
が
秘
め
ら
れ
た
「
防
人

の
歌
」
を
読
み
解
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

㊐　

第
１
回
／
８
月
30
日
火
、
第

２
回
／
９
月
６
日
火
、
第
３
回

／
９
月
13
日
火
、
第
４
回
／
10

月
４
日
火
（
現
地
研
修
）
、
第

５
回
／
10
月
18
日
火
、
第
４
回

を
除
い
て
午
後
２
時
～
４
時

※
第
４
回
の
み
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
予
定
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室
（
現

　

地
研
修
は
秩
父
市
「
三み

つ
み
ね峰

神
社
」、

「
吉
田
万
葉
歌
碑
」な
ど
）

料　

１
５
０
０
円
（
現
地
研
修
の

日にち 講　師
第１回 ８月 28 日日 内野勝裕

第２回 ９月 25 日日 当館職員

第３回 10 月 30 日日 内野勝裕

第４回 11 月 27 日日 当館館長

第５回 12 月 18 日日 当館職員

第６回
平成 24 年

１月 22 日日
内野勝裕

「解読　毛呂山の歴史」全日程
　　　　　　　　　　　（敬称略）

参
加

ご

を

『
夏
休
み
子
ど
も
環
境
教
室
』

『
お
や
こ
料
理
教
室
』
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
�

子
ど
も
体
験
教
室

『
消
防
施
設
等
見
学
会
』

毛
呂
山
町
園
芸
特
産
振
興
協
議
会

『
か
ぼ
ち
ゃ
と
新
鮮
野
菜
の
朝
市
』

講
話
・
グ
ル
ー
プ
相
談

『
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
』

『
解
読  

毛
呂
山
町
の
歴
史
』

参
加
者
募
集

古
典
文
学
講
座
『
万
葉
集

～
防さ

き
も
り人

の
歌
』
を
読
む

インフォメーション
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申
・
問　

８
月
21
日
日
ま
で
に
毛

呂
山
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
岩

崎
ｔ
ｆ
２
９
４―

７
９
３
１
ま

で

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
害

を
受
け
て
い
る
地
域
の
農
産
物
を

販
売
し
ま
す
。

㊐　

８
月
12
日
金
午
前
９
時
30
分

～
午
後
１
時
（
商
品
が
売
り
切

れ
次
第
終
了
）

場　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山
支
店

出
店
者　

福
島
県
（
全
農
福
島
）

販
売
品
目　

①
野
菜
（
ト
マ
ト
、

き
ゅ
う
り
な
ど
）、
②
果
物
（
桃

　

な
ど
）、
③
加
工
品
（
漬
物
、
喜

　

多
方
ラ
ー
メ
ン
な
ど
）

※
先
着
3
０
０
人
に
成
田
モ
ヤ
シ

１
袋
を
無
料
で
贈
呈
し
ま
す
。

協
賛　

川
越
ベ
ジ
フ
ル
㈱
、
川
越

総
合
卸
売
市
場
㈱
、
Ｊ
Ａ
い
る

ま
野
毛
呂
山
支
店
、
毛
呂
山
町

東
日
本
大
震
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会

問　

役
場
産
業
振
興
課
ｔ
内
線
１

　

７
２

㊐　

8
月
２
日
火
午
前
10
時
～
正

　

午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分

対　

幼
児
～
小
学
生

昼
食
、
保
険
代
込
み
）

講
師　

利
根
川
発の

ぶ

さ
ん

対　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

先
着
30
人

申
・
問　

８
月
２
日
火
午
前
10
時

　

か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５―

１
０

　

１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

　
㊐　

８
月
６
日
土
午
後
２
時
～
４
時

講
師　

堺
信
幸
さ
ん
（
元
岩
波
書

店
科
学
書
編
集
者
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

先
着
80
人

対　

町
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生

以
上
の
人

内
容　

原
発
と
私
た
ち
の
生
活
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
�

申
・
問　

７
月
26
日
火
午
前
10
時

か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５―

１
０

　

１
５
に
申
込
み
（
電
話
可
）

㊐　

▽
第
1
回
8
月
３
日
水
午
前

10
時
～
正
午
「
鎌
倉
街
道
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
～
調
べ
る
テ
ー
マ

を
決
め
よ
う
」
▽
第
2
回
8
月

10
日
水
午
前
９
時
～
正
午
「
歩

い
て
調
べ
て
み
よ
う
」
（
町
の

バ
ス
に
て
現
地
研
修
）
▽
第
3

回
8
月
17
日
水
午
前
10
時
～
正

午
「
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ

う
」

講
師　

都と
ど
こ
ろ
た
け
し

所
壯
さ
ん
、
山
中
和
平

さ
ん　

磯
島
道み

ち
は
る治

さ
ん
（
毛
呂

山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
サ
ポ
ー

タ
ー
）　

対　

町
内
の
小
学
４
年
生
以
上

定　

30
人

場　

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室
（
う

ち
１
回
は
鎌
倉
街
道
に
て
現
地

研
修
）

内
容　

町
の
文
化
財
「
鎌
倉
街
道
」

に
つ
い
て
、
自
分
で
調
べ
て
ま

と
め
る
。
毛
呂
山
町
の
歴
史
の

専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

申
・
問　

７
月
27
日
水
か
ら
図
書

　

館
ｔ
２
９
５―

１
０
１
５
に
申

　

込
み

　

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
初
心
者
教
室
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
休
日
の
運
動

に
、
健
康
管
理
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

㊐　

８
月
28
日
日
、
９
月
４
日
日
、

　

11
日
日
、
18
日
日
、
24
日
土
午

　

前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

場　

川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

小
学
３
年
生
以
上

料　

無
料

場　

児
童
室
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５―

１
０
１

　

５
（
申
込
不
要
）

■
教
育
相
談
会

■
学
校
公
開

㊐　

9
月
16
日
金
午
前
９
時
10
分

～
午
後
０
時
30
分
（
9
月
９
日

金
申
込
締
切
）

場　

県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

　

一
学
園
（
川
越
市
笠
幡
85―

1
）

※
相
談
・
見
学
は
随
時
受
付

申
・
問　

県
立
特
別
支
援
学
校
塙

　

保
己
一
学
園
（
県
立
盲
学
校
）

ｔ
２
３
１―

２
１
２
１

図
書
館
講
座
『
皆
で
考
え
よ

う
・
原
発
を
ど
う
す
る
⁉
』

県
立
特
別
支
援
学
校
塙は

な
わ
ほ
き
い
ち

保
己
一
学
園

『
教
育
相
談
会
・
学
校
公
開
』

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

参
加
者
募
集

『
調
べ
て
発
見
�　

鎌
倉
街
道
』

か
み
し
ば
い
ラ
リ
ー

日にち 時　間 場　所 申込締切

8 月 20 日（土）
午前 10 時
～午後３時 30 分

越谷市教育センター
（越谷市増林 3-4-1）

8 月８日（月）

8 月 27 日（土）
午前 10 時
～午後３時 30 分

熊谷市文化創造館
さくらめいと

（熊谷市拾六間 111-1）
8 月８日（月）

教育相談会日程

被
災
地
の
農
産
物
を
買
っ
て

復
興
支
援
を
�

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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み
ん
な
仲
良
く
レ
ッ
ス
ン
を
し

ま
し
ょ
う
。

活
動
日
時
／
毎
週
土
曜
日
午
後
１

時
～
４
時　

場
／
東
公
民
館　

会

費
／
月
額
５
０
０
円
（
入
会
金
５

０
０
円
）　

募
集
人
員
／
５
名
程

度　

問
／
ｔ
２
９
４―

４
９
０
２

小
林

　

絵
の
好
き
な
方
、
基
礎
か
ら
学

べ
る
楽
し
い
会
で
す
。

㊐
／
第
１
、
第
３
金
曜
日
午
後
１

時
～
４
時　

場
／
東
公
民
館　

会

費
／
２
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）

問
／
ｔ
２
９
４―

６
０
４
４
富
沢
、

２
９
４―

４
６
１
１
中
村

　　

五
・
七
・
五
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

先
生
の
わ
か
り
易
い
指
導
が
あ
り

ま
す
。
初
任
者
大
歓
迎
。

㊐
／
毎
月
第
４
金
曜
日
午
後
１
時

～
４
時　

場
／
中
央
公
民
館　

会

費
／
月
額
１
２
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）　

指
導
者
／
犬い

ぬ
た
け
す
い
け
い

竹
水
鶏
さ

ん　

問
／
ｔ
２
９
４―

６
０
８
６

金
井

　　

さ
わ
や
か
な
汗
を
一
緒
に
か
い

て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
太
極
拳
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

無
料
体
験
日
時
／
８
月
第
１
、
第

２
木
曜
日
午
前
９
時
～
11
時　

活

動
日
時
／
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時

～
11
時　

場
／
中
央
公
民
館　

会

費
／
月
額
２
５
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）　

問
／
ｔ
２
９
２―

３
４

２
９
小
髙

　

絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
基

礎
か
ら
学
べ
る
新
し
い
会
で
す
。

㊐
／
第
２
、
第
４
水
曜
日
午
後
１

時
～
４
時　

場
／
東
公
民
館　

会

費
／
２
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）

問
／
ｔ
２
９
５―

３
９
９
９
山
口
、

ｔ
２
９
５―

６
２
２
４
宮
崎

　

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
阿
波
踊
り
、
和
太
鼓
な
ど
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐
／
８
月
６
日
土
午
後
５
時
～
７

時
45
分
（
節
電
の
た
め
、
開
催
時

間
が
例
年
よ
り
30
分
短
縮
さ
れ
て

い
ま
す
）　

場
／
ふ
れ
あ
い
の
里

・
ど
ん
ぐ
り
駐
車
場
（
西
大
久
保

６
９
５―

２
、
東
武
越
生
線
川
角

駅
よ
り
徒
歩
20
分
）　

主
催
／
社

会
福
祉
法
人
埼
玉
聴
覚
障
害
者
福

祉
会　

問
／
ｔ
２
９
５―

９
３
２

１
ふ
れ
あ
い
の
里
・
ど
ん
ぐ
り
難

波
・
逸
見

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐
／
8
月
４
日
木
午
後
6
時
か
ら

場
／
毛
呂
病
院
本
部
前
「
い
こ
い

の
広
場
」　

問
／
ｔ
２
７
６―

１

４
９
６
毛
呂
病
院

　　

彫
刻
を
基
礎
か
ら
学
び
、
デ
ザ

イ
ン
か
ら
工
芸
の
分
野
ま
で
幅
広

く
体
験
で
き
ま
す
。
２
日
間
で
粘

土
と
石せ

っ
こ
う膏

を
使
用
し
て
「
干え

と支
の

文ぶ
ん
ち
ん鎮

」
作
り
を
体
験
実
習
し
ま
す
。

㊐
／
８
月
20
日
土
、
27
日
土
午
後

１
時
～
５
時　

対
／
中
学
生
以
上

定
／
先
着
10
人　

料
／
３
５
０
０

円
（
材
料
・
工
具
代
）　

持
ち
物

／
Ｂ
以
上
の
鉛
筆
と
デ
ッ
サ
ン
用

の
画
用
紙　

場
／
三
和
タ
ジ
マ
㈱

埼
玉
工
場
（
川
角
４
８
４
）　

後

援
／
毛
呂
山
町　

申
・
問
／
７
月

27
日
水
か
ら
三
和
タ
ジ
マ
㈱
デ
ザ
イ

ン
室
山
本
ｔ
０
３―

５
９
５
４―

５
８
６
６
ま
で
フ
ァ
ク
ス
ｆ
０
３

―

３
９
８
５―

５
１
４
６
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
ｅ

s
ta

jim
a
0

2
@

s
ip

.

sa
n

w
a
-ss.c

o
.jp

に
て
申
込
み

熱中症に注意しましょう�
問　保健センター℡（294）5511

　熱中症は、体の水分と塩分が失

われ、体温調節が上手にできなく

なったりするなどして、体温が異

常に上昇することで発症し、重症

になると死に至る可能性がある病

気ですが、適切な予防法と対処法

を知っていれば防ぐことができる

病気です。

  熱中症予防５つのポイント

① 高齢者は上手にエアコンを

② 暑くなる日は要注意

③ 水分・塩分をこまめに補給

④ 「おかしい⁉」と思ったら

　 病院へ

⑤ 周りの人にも気配りを

カ
ラ
オ
ケ
会
『
ウ
イ
ン
ク
』

会
員
募
集

『
み
ど
り
句
会
』
会
員
募
集

情
報
交
換

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

福
祉
に
対
す
る
寄
附
と
し
て

▽
５
千
円

　

埼
玉
土
建
毛
呂
山
西
分
会　

様

『
コ
ス
モ
ス
美
術
会
』

会
員
募
集

『
Ｔ
Ｆ
Ａ
毛
呂
山
太
極
拳
ク
ラ
ブ
』

体
験
者
お
よ
び
会
員
募
集

『
水
曜
会
』
会
員
募
集

『
第
16
回
ふ
れ
あ
い
の
里
夏
ま
つ
り
』

毛
呂
病
院
『
盆
踊
り
大
会
』

『
第
１
回
彫
刻
体
験
教
室
』

参
加
者
募
集

インフォメーション
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対　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人

（
資
格
・
経
験
不
問
）

㊐　

①
９
月
８
日
木
・
９
日
金
、

②
９
月
13
日
火
・
14
日
水
、
各

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
（
い

ず
れ
も
全
２
日
）

場　

さ
い
た
ま
共
済
会
館

申
・
問　

８
月
10
日
水
（
必
着
）

ま
で
に
申
込
書
を
県
子
育
て
支

援
課
ｔ
０
４
８―

８
３
０―

３

　

３
３
０
へ
提
出
（
先
着
順
）
。

※
な
お
、
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ｈh

ttp
:

/
/
w

w
w

.p
r
e

f
.s

a
it

a
m

a
.

lg
.jp

/
p

a
g

e
/
k

o
s
o

d
a

t
e

-

m
a

s
te

r-
m

a
s
te

r-
b

o
s
h

u
u

.

h
t
m

l

主
な
受
験
資
格　

県
内
在
住
の
昭

和
56
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
１
～
４
級
）

を
有
す
る
人

第
１
次
選
考
日　

10
月
16
日
日

採
用
予
定
者
数　

７
人

受
験
案
内
配
布
場
所　

埼
玉
県
人

事
委
員
会
事
務
局
（
さ
い
た
ま

市
）、
県
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

な
ど
。
※
郵
送
配
布
あ
り

受
付
期
間　

９
月
16
日
金
ま
で

問　

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

任
用
審
査
課
ｔ
０
４
８―

８
２

　

２―

８
１
８
１

採
用
種
目　

①
自
衛
官
候
補
生

（
陸
海
空
自
衛
官
と
な
る
も
っ

と
も
一
般
的
な
コ
ー
ス
）
、
②

一
般
曹
候
補
生
（
海
空
自
衛
隊

の
基
幹
隊
員
と
な
る
曹
を
養
成

す
る
コ
ー
ス
）
、
③
航
空
学
生

（
海
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
養
成
す
る
コ
ー
ス
）

応
募
資
格　

①
②
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人
、
③
高
卒
（
見
込
み

含
む
）
21
歳
未
満
の
人
（
応
募

の
年
齢
は
平
成
24
年
４
月
１
日

現
在
で
す
）

試
験
期
日　

①
９
月
（
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
、
②

９
月
17
日
土
、
③
９
月
23
日
金

受
付
期
間　

８
月
１
日
月
～
９
月

９
日
金

申
・
問　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
各
種

資
料
の
ご
請
求
は
、
防
衛
省
・

募
集
し
ま
す

「
自
衛
官
採
用
試
験
」
の
案
内

子
育
て
マ
ス
タ
ー
養
成
セ

ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
埼
玉
県
職
員
採
用
選
考

自
衛
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.m
o
d
.g

o
.jp

）

ま
た
は
自
衛
隊
入
間
地
域
事
務

　

所
ｔ
０
４―

２
９
２
３―

４
６

　

９
１
ま
で

応
募
期
限　

８
月
12
日
金
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

募
集
部
門　

随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
を

含
む
）
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４―

１

　

２
５
０

申・問　川越児童相談所　ｔ（223）4152　
　　　　役場子ども課児童係　ｔ（295）2112 内線 113・114

里親について　
　里親とは、病気や家庭の事情など何らかの理由で、親が
子どもを育てられない場合に、一時的または継続的に子ど
もを預かり、育てる人のことです。
　近年、親が育てられず保護を必要とする子どもが増えて
います。子どもが健やかに育つためには、温かい環境の中
で過ごすことがとても大切です。
　こうした様ざまな背景を持つ子どもたちの家族となり、
温かく成長を見守り育ててくれる里親を募集しています。
そこで、里親制度について理解していただくために「里親
入門講座」を開催します。子育てや里親に関心のある人は、
ぜひご参加ください。
里親になるには
　一定の条件を満たす必要がありますが、原則として特別
な資格は必要ありません。
里親入門講座
日　時　第１回　 ９ 月 4 日（日）午後１時30分～４時
　　　　第２回　11月20日（日）午後１時30分～４時
場　所　第１回　川越児童相談所別棟会議室
　　　　　　　　（川越市宮元町 33 － 1）
　　　　第２回　坂戸市文化施設オルモ２階情報研修室　
　　　　　　　　（坂戸市芦山町 1 － 2）
内　容　①里親養育体験談、②講演「新しい家族をつくる」埼玉育
　　　　児院理事長羽柴継之助さん、③里親制度説明、④個人面談
定　員　各回３０人（申込順）
申込み　第１回

△

８月１０日（水）から、第２回

△

１１月
　　　　１日（火）から川越児童相談所へ直接電話でお申
　　　　し込みください。
参加料　無料　
※里親制度の詳細については、埼玉県のホームページでご
覧いただけます。
ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/page/satooya.html

「里親入門講座」のご案内

『
文
芸
も
ろ
や
ま
』
は
期
間
を
延

長
し
て
作
品
を
募
集
し
ま
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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今
年
は
５
千
発
の
花
火
が
小
江

戸
の
夏
を
彩

い
ろ
ど

り
ま
す
。
見
ど
こ
ろ

は
、
水
面
で
半
円
に
広
が
る
大
迫

力
の
水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
！

㊐　

８
月
６
日
土
午
後
７
時
30
分

　

～
（
予
定
）
（
荒
天
、
計
画
停

電
の
場
合
は
、
翌
７
日
日
同
時

　

刻
に
延
期
。
７
日
も
同
様
に
開

催
で
き
な
い
場
合
は
中
止
） 

場　

伊
佐
沼
公
園

問　

川
越
市
川
越
駅
観
光
案
内
所

　

ｔ
２
２
２―

５
５
５
６

　

11
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
の

坂
戸
よ
さ
こ
い
は
、
『
応
援
し
よ

う　

東
日
本
�
』
を
合
言
葉
に
東

北
地
方
の
被
災
地
を
応
援
す
る
祭

り
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
会
場
で
は
、
東
日
本

（
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・

茨
城
・
千
葉
）
の
大
物
産
展
や
津

軽
三
味
線
な
ど
、
郷
土
民
謡
民
舞

を
披
露
。
各
演
舞
会
場
で
は
、
90

チ
ー
ム
、
約
５
千
人
の
踊
り
子
が

坂
戸
の
夏
を
彩
り
ま
す
。　

日
に
ち　

8
月
20
日
土
・
21
日
日

場
所
／
時
間　

▽
ス
テ
ー
ジ　

坂

　

戸
市
文
化
会
館
ふ
れ
あ
大
駐
車

　

場
／
午
前
11
時
～
午
後
６
時
、

▽
パ
レ
ー
ド　

坂
戸
駅
北
口
か

ら
北
坂
戸
駅
東
口
／
正
午
～
午

後
６
時

※
ス
テ
ー
ジ
会
場
で
は
、
東
日
本

物
産
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

問　

坂
戸
よ
さ
こ
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
坂
戸
市
役
所
商
工
労

政
課
内
）
ｔ
２
８
３―

１
３
３

　

１
内
線
３
４
６
・
３
４
７

　

開
会
式
、
パ
レ
ー
ド
や
Ｏ
Ｈ
�

通
り
ゃ
ん
せ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｅ

（
お
ど
り
）、
時
代
行
列
、
小
江
戸

夏
ま
つ
り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
、
地
元
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
日
間
で
す
。

㊐　

７
月
30
日
土
午
後
３
時
～
９

時
、
７
月
31
日
日
午
後
２
時
～

８
時

場　

本
川
越
駅
前
か
ら
札
の
辻
ま

で
と
そ
の
周
辺
商
店
街

※
会
場
周
辺
部
で
車
両
の
交
通
規

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問　

川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
川
越
商
工
会
議
所
内
）

ｔ
２
２
９―

１
８
２
０

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

「
埼
玉
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門

相
談
窓
口
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所　

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
コ
ン
コ

　

ー
ス
西
口
埼
玉
県
住
宅
供
給
公

社
「
住
ま
い
相
談
プ
ラ
ザ
」
内

㊐　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
６

時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

方
法　

電
話
ま
た
は
面
談
（
い
ず

れ
も
要
予
約
）
ｔ
０
４
８―

６

　

５
８―

３
０
１
７

相
談
内
容　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

　

関
す
る
技
術
的
な
留
意
点
、
業

者
の
選
び
方
や
契
約
の
仕
方
、

工
事
施
工
中
の
注
意
点
な
ど

相
談
員　

埼
玉
県
住
ま
い
づ
く
り

　

協
議
会
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

　

委
員
会
委
員

料　

無
料

問　

県
住
宅
課
民
間
住
宅
・
マ
ン

シ
ョ
ン
支
援
担
当
ｔ
０
４
８―

　

８
３
０―

５
５
６
３

相
談

ご

を

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

第
21
回
小
江
戸
川
越
花
火

大
会

『
応
援
し
よ
う　

東
日
本
』

第
11
回
坂
戸
よ
さ
こ
い

埼
玉
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

『
第
30
回
川
越
百
万
灯

夏
ま
つ
り
』

受賞おめでとうございます
　平成 23 年 1 月 1 日から 6 月 30 日までの間に国、県、町
などから表彰を受けた人で、町などを通じて申請手続きを行っ
た人を紹介します（順不同）。

（国表彰）
春の叙勲

　瑞宝双光章～長年、地方自治の発展に功労～

　市川　浩さん（沢田）

高齢者叙勲

　瑞宝双光章～長年、教育の振興に貢献～

　加納　定
て い ぎ

義さん（毛呂山台）

危険業務従事者叙勲

　瑞宝単光章～防衛、消防業務に功績を残した～

　大野　早
さ な え

稻さん（沢田）、亀山　養
よ う ご

吾さん（西大久保）

（埼玉県表彰）
埼玉県国保協議会表彰～長年、国保運営に貢献～

　関口　弥
や い ち

一さん（箕和田）

埼玉県統計功労者表彰～長年、統計業務に貢献～

　埼玉県知事表彰　菊田ワカエさん（総庭団地）

　埼玉県統計協会会長表彰　田村　佳
け い こ

子さん（毛呂山台）

埼玉県体育指導委員協議会功労賞～長年、町のスポーツ振興に貢献～

　秋
あ き わ

和　敏彦さん（大師二区）

問　役場産業振興課農林係　ｔ（295）2112 内線 172

　緑の募金（家庭募金）のご報告

募金額　９１３，７３１円
　皆さんにご協力いただいた募金は、（社）埼玉県緑化推進
委員会へ送金し、公共施設などの緑化や森林整備、緑化に
関する国際協力への資金として役立たせていただきます。
　平 成 2 ２ 年 度 は 、 毛 呂 山 町 に 緑 化 事 業 等 交 付 金

４６万４千円が交付され、これを資金に森林管理のため除
じ ょ

伐
ば つ

事業を実施しました。

緑の募金にご協力ありがとうございました

インフォメーション
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山根荘趣味の会定例行事

※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘  ｔ（２９４）５５４５

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・ピアニカ（中古・無料）・チャ

イルドシート（新品同様・無料）・

スリッパ立て（中古・無料）

●ゆずってほしい品物
・ミシン一式（相談）

　紹介したい品物がありましたら、

お気軽にお申し込みください。ま

た、交渉が成立した場合には、必

ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　役場産業振興課商工観光係

　　　　ｔ内線 175

　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気持
ちをお寄せいただきまして、ありがとうございます。
　７月７日現在、義援金額７，７６９，６０８円のご協力を
いただいております。お預かりした義援金は日本赤十字社
に送金し、被災者の方がたに配分されます。引き続き皆さ
まのご協力をお願いします。
問　日本赤十字社埼玉県支部毛呂山町分区（役場福祉課地 
　域福祉係内）ｔ内線１１１・１１２

 東日本大震災関連情報掲示板

　地震・津波・原発により毛呂山町へ避難された方は、埼
玉県を通じてお住まいになっていた県へ避難していること
を報告しますので、下記担当までご連絡ください。
問　役場企画財政課ｔ内線 321

避難された方の現状確認について

　夏本番になるこの時期、最大電力が供給力を上回り、

電力不足が生じる恐れがあります。住民の皆さまには、

引き続き不要な照明や電気機器の使用を控え、徹底し

た節電にご協力をお願いします。また、企業につきま

しても、削減目標を定めるなどして、節電にご協力く

ださるようお願いします。

問　役場総務課ｔ内線 314

　6 月 24 日、町内 14 施設 17 地点で空間放射線量

の測定を行いました。測定値につきましては、年間１

ミリシーベルトを下回り、日常生活に支障のない値で

した。なお、詳細は町ホームページをご覧ください。

ｈ　http://www.town.moroyama.saitama.jp

問　役場生活環境課環境係ｔ内線 212

被災地支援チャリティ JAZZ コンサート
　６月５日（日）、福祉会館で毛呂山文化フォー

ラム主催のチャリティ JAZZ コンサートが行わ

れました。このコンサート

の入場料や当日集められた

義援金などは、東日本大震

災で被災した地域に届けら

れます。

　6月14日に町内各小学校、７月６日に町内各中学校の
プール水について、放射性ヨウ素131、放射性セシウム
137および134の検査を行いました。その結果、各学校と
も放射性物質は不検出でした。
問　教育委員会教育総務課ｔ内線511

８月の休館日
  6日  7日13日14日20日21日 
27日28日

ゲ ー ト ボ ー ル   1日  8日22日

ペ タ ン ク 15日

声 を 出 す 会   3日17日

謡 寿 会   9日23日

民 踊 同 好 会   8日22日

俳 句 の 会
12日26日【季語 秋めく（あきめ
く）、桔梗（ききょう）】

囲碁・将棋の会
  3日  5日10日12日17日19日
24日26日

お 茶 の 会 お休み

茜 会（ お 花 ）お休み

ダ ン ス 同 好 会   5日19日

ぎんれい会（大正琴）   5日19日

三味線・民謡の会   4日11日

手 芸 の 会 10日24日

カ ラ オ ケ 同 好 会   1日15日26日
（厚年カラオケ）29日

吟 友 会 10日24日

書 道 の 会 10日24日

舞 わ か ば 会 10日24日

FD カ ト レ ア 12日26日

健康体操３B 体操 12日

楓 会 11日

押 し 花 の 会   1日  8日

光 華 の 会   8日22日

山 根 塾 11日25日

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
６０
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

毛呂山町へ避難された方へ

小・中学校のプール水で放射性物質は不検出

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます

大気中の放射線量の測定結果について

節電にご協力ください
　6月2日、9日、１6日、23日、30日に、町の水道水につ
いて、放射線量測定を行いました。その結果、放射性ヨウ
素、放射性セシウムともに不検出となりましたのでお知ら
せします。
問　役場水道課ｔ内線165

毛呂山町の水道水は安全です
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申・問　毛呂山鎌北湖マラソン実行委員会事務局
            （教育委員会生涯学習課スポーツ振興係内）
            ｔ（295）2112 内線 523、ｆ（295）3939
日　　時　１０月２3 日（日）※雨天決行
　開会式 / 午前９時１５分　受付 / 午前８時１５分～９時１５分
　※受付時間を厳守してください。時間以降は受け付けません。
場　　所　毛呂山総合公園周辺
募集種目

 

    

    

    

    

    

    

   

参 加 賞　全員に参加賞があります。そのほか、スポーツ
ドリンク、とん汁サービスなど

申 込 み　次のいずれかの方法でお申し込みください。
①郵便振替口座への払込取扱用紙にて申込み
②ランテス（http://runnet.jp/）、スポーツエントリー
（http://www.sportsentry.ne.jp/）によるインター
ネットでの申込み

③毛呂山鎌北湖マラソン実行委員会事務局に、参加費
を添えて直接申込み

※９月 22 日（木）締切（①については消印有効）
なお、当日の参加受付は行いません。また、申込み後の参加取
消や荒天などによる中止の場合は、参加料の返金はしません。

第34回　  毛呂山鎌北湖マラソン

距　離 スタート 性別 部　　　門 参加料

10km 10：15
男子

高校生～ 39 歳

2,500 円

（高校生は

  2,000 円、

 中学生は  

 1,000 円）

40 歳代

50 歳代

60 歳以上

女子 一般（高校生以上）

5km 10：20
男子

中学生～ 39 歳

40 歳以上

女子 一般（高校生以上）

3km 9：45

女子 一般（中学生以上）

男子 小学生（4 年生以上）
500 円

女子 小学生（4 年生以上）

　

ご存知ですか？毛呂山町生涯学習ボランティア人材バンク制度

　「毛呂山町生涯学習ボランティア人材バンク」とは、くらしに役立つ様ざまな知識や優れた技能、豊かな経験をお持
ちの人や生涯学習ボランティアとして活動してみたいと考えている人に「講師」や「協力者」として登録していただき、
学習活動に取り組もうとしている地域の団体や学校などの求めに応じ、活躍していただく人たちを紹介する制度です。
　みなさんの持つ“知識”“経験”“わざ”“まごころ”を地域のために活かしてみませんか？　また、この制度を地域
づくりなどに活用してみませんか？　ご連絡をお待ちしています。

問 役場生涯学習課学習支援係　ｔ（295）2112 内線 521・522　

■登録者（団体）を募集しています■　

　町内に在住し、趣味や芸術、語学、ス

ポーツ、健康などの分野で、地域や学校

の活動を指導（支援・協力）してくれる

人なら誰でも登録できます（資格は問い

ません）。

■「生涯学習ボランティア人材バンク」
をご活用ください■
　自治会や子ども会、その他団体で実施

する学習会やイベントの講師、支援・協

力者を紹介します。

※詳しくは、お問い合わせください。

○住民・・・地域やグループの学習活動などで指導者が必要なとき

○学校・・・学習活動などで支援、協力が必要なとき

○行政など・各種講座や行事で支援、協力が必要なとき

登　

録

毛呂山町生涯学習
ボランティア
人材バンク

・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（個人・団体）

申請・登録 情報周知

利用申請 紹介

情報提供 情報収集

利用調整
（生涯学習課）

毛呂山町生涯学習ボランティア人材バンク制度イメージ図

利　

用

申・問　サマーフェスティバル実行委員会
　　　　（毛呂山町商工会内）ｔ（294）1545

第８回　サマーフェスティバルもろやま
～ ネバーギブアップ　日本 ～

日にち

 ９月３日（土）

時　間

　第一部

　　民謡・よさこい

　　午後 4 時から

　第二部

　　花火大会

　　午後 7 時～ 9 時

場　所

　毛呂山総合公園

　　　　　駐車場について
　会場付近には、いっさい駐車場がありま

せん。

　当日は、無料町内巡回バスを利用するか、

埼玉医科大学小田谷駐車場または役場駐車

場に駐車し、そこから無料バスを利用して

ください。

ご協力
お願いします！

小雨決行
※荒天時は 4 日（日）に順延

インフォメーション
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　皆さんが病院で支払う医療費について、入院予定の人および入院中の人は、申請し、認定されることで、１

か月あたりの窓口負担が軽減されます。この認定は、毎年８月１日が基準日となり、申請によりその年度の住

民税から判定します。該当する人は、下記の申請先にて手続きをしてください。ご不明な点がございましたら、

それぞれの担当までご連絡ください。

問　住民課国保年金係　ｔ（295）2112 内線 127、128
　　高齢者支援課高齢者医療係　ｔ（295）2112 内線 124、125

医療費の限度額認定等の申請について

対　　　　　象 70 歳未満の国民健康保険被保険者

1 か月の自己
負担限度額

低所得者
（住民税非課税世帯）

３５，４００円

一般 ８０，１００円＋（医療費－２６７，０００）×１％

上位所得者 １５０，０００円＋（医療費－５００，０００）×１％

持　参　す　る　も　の 国民健康保険証

申　　請　　先 住民課国保年金係ｔ内線 127・128

対　　　　　　象

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人 ７０歳以上で国民健康保険高齢受給者証をお持ちの人

その世帯全員の住民税が

非課税の場合（低所得Ⅱ）

その世帯の世帯主と国民健

康保険被保険者が非課税の

場合（低所得Ⅱ）

左記のうち全員が所得 0 円

の場合（低所得Ⅰ）※１

左記のうち全員が所得 0 円

の場合（低所得Ⅰ）※１

１か月の自己負担限度額

（入院した場合）
２４，６００円 １５，０００円 ２４，６００円 １５，０００円

入院時の食

事代標準負

担額（１食）

入院日数が９０日ま

で
２１０円

１００円

２１０円

１００円
入院日数が９０日を

超える※ 2
１６０円 １６０円

持　参　す　る　も　の 後期高齢者医療被保険者証、印鑑 国民健康保険証

申　　請　　先 高齢者支援課高齢者医療係ｔ内線 124・125 住民課国保年金係ｔ内線 127・128 

住民税課税の世帯の人については、申請の必要はありません。
※１　低所得Ⅰについて、年金収入は８０万円を控除して計算します。

※ 2　申請をした月の属する１
つ い た ち

日からの入院日数が 90 日を超えた場合には申請が必要となります。

問  役場住民課国保年金係　ｔ（295）2112 内線 127・128

国民年金 付加保険料を納付しませんか�

　毎月の国民年金保険料に、「付加保険料」月額４００

円を上乗せして納めると、受け取る年金額が次のよう

に多くなります。

　つまり２年間年金を受け取ると、付加保険料と付加

年金額が同額になります。

対象　国民年金第１号被保険者または任意加入被保険者

※保険料納付の免除・猶
ゆ う よ

予を受けている人や国民年金

基金に加入している人は加入できません。

手続きに必要なもの　①年金手帳 ②印鑑 

　　

上乗せ保険料「付加保険料」

　　　例　付加保険料を 10 年間納付した場合

　400 円×10 年（120 月）＝ 48,000 円

　200 円×10 年（120 月）＝ 24,000 円

　　　　　　基礎年金に毎年 24,000 円上乗せ！

　　　 
（65 歳から老齢基礎年金を受給した場合）

増える年金額「付加年金額」

申・問　教育委員会生涯学習課学習支援係
　　　　　ｔ（295）2112 内線 521･522、ｆ（295）3939

日　時　平成 24 年１月８日（日）
　　　　午後 1 時 30 分から

　　　　（１２時３０分受付開始）

場　所　福祉会館

対　象　平成３年４月２日から

　平成４年４月１日までに生まれた人（対象者には、

11 月上旬ごろに案内状をお送りします）

◆第56回◆ 毛呂山町成人のつどい

もろ丸くんのぬいぐるみを販売します
問 産業振興課商工観光係　℡（295）2112 内線 175

　町のマスコットキャラクターのもろ丸くんのぬい
ぐるみを販売します。ただし、数に限りがあります
ので、無くなり次第終了します。
値　段　１，０００円（※一人２個まで）
販売日　８月１日（月）より
高　さ　約１８センチメートル
販売場所　役場中庭（※２日（火）から
　は産業振興課商工観光係窓口で販売します）。

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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